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【令和３年第２回（６月）定例会】
会　期　令和３年６月８日～１８日（１１日間）

専決処分事項の報告（４件）・繰越明許費繰越計算書（２件）・
表彰同意（１件）・補正予算（１件）・条例制定（１件）・
条例改正（４件）・意見書（１件）・特別委員会の名称変更（１件）・

【計１５件】

　

法
改
正
に
よ
り
、
所
要
の

改
正
を
行
っ
た
も
の

①
個
人
町
民
税
関
係

　

住
宅
借
入
金
等
特
別
税

額
控
除
の
特
例
に
か
か
る
適

用
期
限
の
延
長
な
ど

②
固
定
資
産
税
関
係

　

令
和
３
年
度
に
限
り
、

税
額
が
増
加
す
る
土
地
は
、

前
年
度
の
課
税
標
準
額
と

同
額
と
す
る
な
ど

③
軽
自
動
車
税
関
係

　

環
境
性
能
割
の
税
率
を

１
％
軽
減
す
る
臨
時
的
軽

減
に
つ
い
て
適
用
期
限
を

９
ヶ
月
延
長
（
令
和
３
年
12

月
31
日
ま
で
に
取
得
し
た

も
の
が
対
象
）
な
ど

（
３
月
31
日
に
専
決
処
分
）

【
総
務
文
教
常
任
委
員
会
】

●
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

●
押
印
省
略
の
実
施
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
理
に
関
す

る
条
例
の
制
定

●
王
寺
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

●
王
寺
町
立
学
校
使
用
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
王
寺
町
体
育
館
使
用
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
く
ら
し
環
境
常
任
委
員
会
】

●
王
寺
町
営
自
動
車
等
駐

車
場
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

法
改
正
に
よ
り
、
令
和

３
年
度
に
限
り
、
税
額
が
増

加
す
る
土
地
は
、
前
年
度
の

課
税
標
準
額
と
同
額
と
す

る
な
ど
の
改
正
を
行
っ
た
も

の（
３
月
31
日
に
専
決
処
分
）

〔
施
行
日
〕

令
和
３
年
４
月
１
日

〔
施
行
日
〕

令
和
３
年
４
月
１
日

　

王
寺
町
表
彰
条
例
に
基
づ

き
、
地
方
自
治
や
社
会
福
祉

等
の
分
野
に
お
い
て
、
貢
献

さ
れ
た
方
々
（
８
名
）
を
表

彰
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
も

の

【
義
務
教
育
学
校
の
設
置
検

討
調
査
研
究
特
別
委
員
会
】

（
第
10
回
委
員
会
）

　

開
催
日　

６
月
15
日

①
義
務
教
育
学
校
（
北
・
南
）

整
備
状
況
の
視
察

工
事
進
捗
率
（
５
月
末
）

・
北
（
約
30
％
）

・
南
（
約
12
％
）

②
当
委
員
会
の
名
称
を
「
義

務
教
育
学
校
特
別
委
員

会
」
と
す
る
改
正
案
を
可

決

　
「
義
務
教
育
学
校
の
設
置

検
討
調
査
研
究
特
別
委
員

会
」
か
ら
「
義
務
教
育
学

校
特
別
委
員
会
」
に
改
め

る
も
の

　

事
業
の
進
捗
状
況
な
ど

に
よ
り
繰
越
し
た
事
業

〔
繰
越
額
合
計
〕

　

26
億
６
７
１
万
８
千
円

〔
繰
越
し
た
事
業
〕

●
避
難
所
用
ガ
ス
供
給
パ
イ

プ
緊
急
遮
断
弁
移
設
事
業

●
明
神
山
参
道
改
修
整
備

事
業
●
公
園
遊
具
長
寿
命

化
工
事
●
久
度
大
橋
補
修

他
詳
細
設
計
業
務
●
葛
下

内
水
対
策
貯
留
池
整
備
事

業
●
畠
田
駅
前
線
整
備
事

業
●
第
一
分
団
屯
所
建
設
事

業
●
避
難
所
空
調
設
備
改

【
提
出
者
】若

林 

か
ず
み 

議
員

※
意
見
書
（
５
ペ
ー
ジ
）

　

国
の
第
３
次
補
正
予
算

に
よ
り
財
源
を
確
保
し
た
こ

と
か
ら
繰
越
し
た
事
業

〔
繰
越
額
合
計
〕

　

４
千
４
６
０
万
円

〔
繰
越
し
た
事
業
〕

●
公
共
下
水
道
雨
水
流
出

解
析
モ
デ
ル
構
築
業
務
●

本
町
総
合
ポ
ン
プ
場
・
久
度

雨
水
ポ
ン
プ
場
耐
水
化
計

画
策
定
業
務
●
流
域
下
水

道
建
設
負
担
金

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
そ
れ
ぞ
れ
４
千
６
２
０

万
円
を
増
額
し
、
総
額
を
１

３
６
億
２
千
２
０
万
円
と
す

る
も
の

〔
補
正
内
容
〕

　

令
和
３
年
５
月
１
日
か

ら
５
月
11
日
ま
で
の
期
間
に

お
け
る
町
内
飲
食
店
に
対

す
る
「
時
間
短
縮
協
力
支

援
金
事
業
」
に
か
か
る
経

費（
４
月
30
日
に
専
決
処
分
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
そ
れ
ぞ
れ
８
千
４
０
０

万
円
を
増
額
し
、
総
額
を
１

３
７
億
４
２
０
万
円
と
す
る

も
の

〔
補
正
内
容
〕

　

奈
良
県
緊
急
対
処
措
置

王
寺
町
税
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て　

【
承　

認
】

王
寺
町
都
市
計
画
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て【承　

認
】

王
寺
町
功
労
者
表
彰
の

同
意
に
つ
い
て【同　

意
】

特
別
委
員
会
の
名
称
変

更
に
つ
い
て【

原
案
可
決
】

令
和
２
年
度
王
寺
町

一
般
会
計
予
算
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書

に
つ
い
て【

報
告
受
理
】

令
和
２
年
度
王
寺
町

下
水
道
事
業
特
別
会
計

予
算
繰
越
明
許
費
繰
越

計
算
書
に
つ
い
て

【
報
告
受
理
】

令
和
３
年
度
王
寺
町

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
に
つ
い
て

【
承　

認
】

令
和
３
年
度
王
寺
町

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
に
つ
い
て

【
承　

認
】

委
員
会
付
託
案
件

専
決
処
分
事
項
の
報
告

表
彰
同
意

委
員
会
名
称
変
更

予
算
繰
越

意

見

書

6月
定例会

本
会
議（
６
月
８
日
）

本
会
議（
６
月
18
日
）

会
期
中
の
報
告

女
性
差
別
撤
廃
条
約
選

択
議
定
書
の
速
や
か
な

批
准
を
求
め
る
意
見
書

に
つ
い
て

【
原
案
可
決
】

【
追
加
議
案
】

の
延
長
に
伴
い
、「
時
間
短

縮
協
力
支
援
金
事
業
」
を

５
月
12
日
か
ら
５
月
31
日

ま
で
対
象
期
間
を
延
長
す

る
経
費
（
５
月
11
日
に
専
決

処
分
）

修
事
業
（
や
わ
ら
ぎ
会
館
・

文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
●

避
難
所
空
調
設
備
整
備
事

業
（
王
寺
ア
リ
ー
ナ
）
●
義

務
教
育
学
校
（
南
）
整
備
事

業
（
避
難
所
空
調
設
備
整

備
）
●
泉
の
広
場
防
災
公
園

整
備
事
業
●
義
務
教
育
学

校
（
北
）
整
備
事
業
●
義
務

教
育
学
校
（
南
）
整
備
事
業

●
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

へ
の
支
援
事
業
●
校
内
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
工
事

（
義
務
教
育
学
校
（
北
）・
南

小
学
校
・
南
中
学
校
）
●
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
整
備
事
業
（
小
学
校
・

中
学
校
）

〔
被
表
彰
者
〕

　

植
田　

進　

氏

（
教
育
委
員
、
監
査
委
員
、

自
治
会
長
、
保
健
衛
生
指

導
委
員
、
行
政
相
談
委
員

歴
）

　

榎　

秀
憲　

氏

（
消
防
団
員
歴
）

　

奧
野　

和
彦　

氏

（
消
防
団
員
歴
）

　

小
林　

繁
樹　

氏

（
農
業
委
員
、
自
治
会
長
、

保
健
衛
生
指
導
委
員
、
農

政
協
力
員
、消
防
団
員
歴
）

　

髙
島　

幸
子　

氏

（
社
会
教
育
委
員
兼
公
民

館
運
営
審
議
会
委
員
、
学

校
体
育
施
設
開
放
事
業
運

営
協
議
会
委
員
歴
）

　

年
財　

孝
芳　

氏

（
消
防
団
員
歴
）

　

元
神　

満
治　

氏

（
消
防
団
員
歴
）

　

和
田　

圭
二　

氏

（
社
会
教
育
委
員
兼
公
民

館
運
営
審
議
会
委
員
、
体

育
指
導
委
員
歴
）

王
寺
義
務
教
育
学
校
（
北
）
工
事
現
場

王
寺
義
務
教
育
学
校

（
南
）
工
事
現
場
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女性差別撤廃条約選択議定書の
速やかな批准を求める意見書

　１９７９年（昭和５４年）に「女性に対するあらゆる形態の差別の撤廃に関する条約」（以下、「女性差別撤
廃条約」とする）が国連総会で採択され、その後、日本は、国内法を整備の上、１９８５年（昭和６０年）
に女性差別撤廃条約を批准しています。当該条約は、２０２１年（令和３年）現在、１８９ケ国が批准してい
ます。さらに、１９９９年（平成１１年）には、女性差別撤廃条約の実効性を強化し、女性が抱える問題を解
決するために、女性差別撤廃条約選択議定書が国連総会で採択されました。
　選択議定書には、「個人通報制度」と「調査制度」の２つの手続があり、個人通報制度に基づいて行われ
る条約機関からの勧告に、条約締結国に対して法的強制力はありません。しかし、判決確定後であっても、
条約機関に通報されることが予想されることから、国内の裁判所としては、判決の際に条約機関の解釈や先
例を検討せざるを得ず、国内の人権保障水準が国際人権法の水準に平準化されることが期待されます。
　よって、選択議定書を批准することにより、締結国は、国際的な人権基準に基づいて女性の人権侵害救済
と人権保障が強化されることになります。このように女性差別撤廃条約選択議定書は、女性差別撤廃条約
の実効性を確保する上で重要な役割を果たすことが期待されることから、２０２１年現在、条約批准１８９ケ
国中１１４ケ国が批准していますが、日本はまだ批准していません。
　国連女性差別撤廃委員会からは、２００４年、２００９年、２０１６年に選択議定書を批准するように繰り
返し求められています。また、国会においては、選択議定書の批准を求める請願が採択されており、地方議
会からも選択議定書の批准を求める意見書が提出されるなど、選択議定書の批准を早期に求める声は高まっ
ています。　
　男女格差を測る「ジェンダーギャップ指数２０２１」によると、日本は世界１５６ケ国中１２０位で、主要７
ケ国（G７）においては引き続き最下位となっており、男女平等の後進性は顕著と言えます。また、新型コロ
ナウイルス感染症が拡大する中、非正規職員の雇止めによる離職についても女性へのしわ寄せが顕著であり、
自殺率も高まっています。
　女性差別撤廃条約が採択されてから４０年を超えた今、女性の権利を国際水準に高め、女性活躍の推進
をさらに推し進めるためにも、選択議定書を速やかに批准するための環境整備が急務です。政府は、第五次
男女共同参画基本計画において「女性差別撤廃条約の選択議定書については、諸課題の整理を含め、早期
締結について真剣な検討を進める」としています。
　そこで、国において、我が国の司法制度や立法政策との関連課題等を早急に解決されるよう環境整備を進
め、女性差別撤廃条約選択議定書を速やかに批准するように強く求めます。
　以上、地方自治法第９９条の規定に基づき、意見書を提出する。

　令和３年６月８日

王　寺　町　議　会

意見書提出先
　衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・外務大臣・内閣官房長官・内閣府特命担当大臣（男女共同参画担当）

■本会議において、下記の意見書の提出が可決されました。

※すべての案件について、「全会一致」で
可決・承認・同意しました。

意 見 書

議　案　名 議決結果

（報第 ５ 号）　専決処分事項の報告
　王寺町税条例等の一部を改正する条例について

承　認

（報第 ６ 号）　専決処分事項の報告
　王寺町都市計画税条例の一部を改正する条例について

（報第 ７ 号）　専決処分事項の報告
　令和３年度王寺町一般会計補正予算（第１号）について

（報第 ８ 号）　専決処分事項の報告
　令和３年度王寺町一般会計補正予算（第２号）について

（報第 ９ 号）　予算繰越
　令和２年度王寺町一般会計予算繰越明許費繰越計算書について

報告受理
（報第 10 号）　予算繰越

　令和２年度王寺町下水道事業特別会計予算繰越明許費繰越計算書について

（議第 33 号）　表彰同意
　王寺町功労者表彰の同意について 同　意

（議第 34 号）　補正予算
　令和３年度王寺町一般会計補正予算（第３号）について

原案可決

（議第 35 号）　条例制定
　押印省略の実施に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について

（議第 36 号）　条例改正
　王寺町税条例の一部を改正する条例について

（議第 37 号）　条例改正
　王寺町営自動車等駐車場条例の一部を改正する条例について

（議第 38 号）　条例改正
　王寺町立学校使用条例の一部を改正する条例について

（議第 39 号）　条例改正
　王寺町体育館使用条例の一部を改正する条例について

（発議第９号）    意見書
　女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書について

（発議第 10 号） 委員会名称変更
　特別委員会の名称変更について

【第２回定例会】議決結果（６月８日・１８日）

チーム議会で推進
議  会  改  革 ！！

【
議
会
改
革
特
別
委
員
会
】

（
第
10
回
委
員
会
）

　

開
催
日　

６
月
15
日

①
議
会
改
革
検
討
項
目
を

提
出
し
た
委
員
の
説
明
及

び
質
疑

②
今
後
、「
最
優
先
で
取
組

み
を
行
う
も
の
」、「
順
次

取
組
み
を
行
う
も
の
」、

「
即
時
対
応
が
可
能
な
も

の
」
に
分
類
し
、
優
先
順

位
を
つ
け
て
取
組
む
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総
務
文
教
６
月
11
日　
補
正
予
算
・
条
例
制
定
・
条
例
改
正
を
審
査

歳入歳出予算の総額にそれぞれ、２千８１５万７千円を増額し、総額１３７億３千２３５万７千円とするもの
【歳入】

　・国庫支出金〔低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金事業〕（＋２千４７２万円）
　 ・使用料及び手数料〔王寺アリーナ・学校教育施設使用料（空調）〕（＋３1万円）
　・繰入金〔財政調整基金〕（＋２４０万円）　など
【歳出】

　・低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金事業（＋２千４７２万円）
　 ・明神山ライブカメラ設置工事（＋１００万円）
　・教育振興ビジョン改定業務（＋２２１万円）　など

【背景】
デジタル時代を見据え、「地方公共団体における押印見直しマニュアル」を公表

（令和２年１２月 内閣府）これをもとに、押印の必要性を再確認した。
【目的】

　・行政手続の簡素化
　・住民の利便性の向上
【押印省略する規則・要綱等】※条例は本会議で付議された５件

　・規則　２３３件　・要綱　１８９件　・その他（申請書など）４７件
【施行日】令和３年７月１日

〇住民票等交付申請書　〇各種税に関する申告書　〇各種医療費助成手続　〇各種補助金関連手続

【工期延長の理由】
隣地所有者が目隠し用の塀を設置する際、整備工事を一時中断したことによるもの
【竣工予定日】　令和３年７月３０日までに変更（当初：６月３０日）
【工事進捗率】　約６０％

【事業者選定】
・学校給食の質の保持と調理・配送等業務の安全性及び効率性の確保

　 ・「公募型プロポーザル」により高い技術力を有する民間事業者から提案
を受け、８月中旬から９月上旬までの間に運営委託事業者を決定し、
契約予定

【趣旨】
王寺アリーナ（２階アリーナ・卓球場）の空調設備使用時の
冷暖房使用料を設定するため改正するもの
【改正内容】

冷暖房使用料
　 ・２階アリーナ	 ３０分あたり	 ５００円
　・卓球場	 ３０分あたり	 ５０円

【施行日】令和３年７月１日

【趣旨】
行政手続の簡素化、住民の利便性の向上を目的に押印の省略を行うため、関係５条例を改正す
るもの
【改正された５条例】

　・王寺町職員の服務の宣誓に関する条例　・固定資産評価審査委員会条例　
　・王寺町立学校使用条例　・王寺町球技用コート使用条例　
　・王寺町道路及び河川並びに町有地占用料に関する条例
【施行日】令和３年７月１日

【趣旨】
学校教育以外の体育館使用における空調設備使用時の
冷暖房使用料を設定するため改正するもの
【改正内容】

　冷暖房使用料
　　・小学校講堂兼体育館　１時間あたり	  ８００円
　　・中学校講堂兼体育館　１時間あたり	 １，０００円
【施行日】令和３年７月１日

【補正予算】

【報告事項】

【条例改正】

【条例制定】

令和３年度王寺町一般会計補正予算（第３号）について

行政手続に係る押印の見直し

王寺町防災拠点施設（第１分団屯所）整備工事の進捗状況（工期延長）

新給食センター運営（調理・配送等業務）委託に係る公募型プロポーザルの実施

王寺町体育館使用条例の一部を改正する条例について

押印省略の実施に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について

王寺町立学校使用条例の一部を改正する条例について

【全会一致　可決】
【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【趣旨】
地方税法等の一部改正に伴うもの
【主な内容を抜粋】

　・個人住民税の非課税限度額の判定における扶養親族の範囲の見直し 
　　➡３０歳から６９歳の国外居住親族は、扶養控除の適用対象外とする。

（ただし、留学生、障害者、３８万円以上の送金を受けている者は適用対象）
【施行日】令和６年１月１日

・特定一般用医薬品等購入費（医師によって処方される医薬品から、ドラックストアで購入でき
る一般用医薬品等に転用された医薬品）を支払った場合の医療費控除の特例の延長

　　➡特例の適用期限を５年延長し、令和９年度までとする
【施行日】令和４年１月１日

王寺町税条例の一部を改正する条例について 【全会一致　可決】

これまで同様、栄養士が献立の作成や調理方法の指示
を行い、給食の質の保持を図ることを重視する

【 Ａ 】

新給食センターにおける今後の運営方針は？【 Ｑ 】

押印が省略できる主な手続
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く
ら
し
環
境
６
月
14
日　
条
例
改
正
を
審
査

【報告事項】

【条例改正】

　①第二浄水場電気設備更新工事 ( 明神４丁目 )
　　・耐用年数を経過した高圧受電盤、送水ポンプ盤などを更新するもの
　　・６月２２日入札（事後審査型条件付一般競争入札）
　②県道畠田藤井線配水管改良工事〔仮設〕〔本設〕１・２工区（本町４・５丁目）
　　・上期発注予定
　③本町１丁目地内配水管改良工事〔仮設〕〔本設〕（本町１丁目）
　　・６月１６日入札予定（指名競争入札）
　④久度１丁目地内配水管改良工事〔仮設〕〔本設〕（久度１丁目）
　　・下期発注予定
※②～④の工事については、老朽管更新計画に基づいた、平成２７年度からの継続事業

〔要望の内訳（２５自治会から要望）〕　計４３件
　道路新設改良工事（１件）、舗装新設改良工事（５件）、道路維持修繕工事（１４件）、 
　水路新設改良工事（３件）、水路維持修繕工事（２０件）

【趣旨】
王寺駅南駐車場の運営を民間に委託することにより、２４時間営業及び、即日月ぎめ利用ができ
るよう改正を行うもの
【改正内容】

　①２４時間営業を開始することに伴い改正
　　➡　「午前６時から午前０時まで」を「一時利用」に改める
　②即日、月ぎめ利用ができるよう改正
　　➡　事前に「町長の許可を受けなければならない」と定めた条文を削除

【施行日】　令和３年１１月１日

令和３年度上水道事業の進捗状況

令和３年度町内要望土木工事

王寺町営自動車等駐車場条例の一部を改正する条例について 【全会一致　可決】　平成 28 年度に「すむ・奈良・ほっかつ！推進協議会」
を設立し、概ね共通の生活圏、経済圏、文化圏を形
成しているほっかつ 4 町を1つのエリアと考え、スケー
ルメリットを活かした広域圏の取り組みとして、平成 28
年から令和 2 年までの 5 年間、４町一体で移住施策
に取り組んできたもの
①協議会の構成メンバー

上牧町、王寺町、広陵町、河合町の町長及び議長
②総事業費

１億１千 342 万 5 千 334 円※（4 町合計）
※平成 28 年度分の 9 千 39 万 2 千 800 円は、地
方創生加速化交付金を活用し全額国費、平成 29 年
度から令和 2 年度分は各町の負担金等により実施

③事業実績
北葛城の魅力を発信するための公式サイトの開設、
映画の試写会やテレビ CM などのプロモーション活
動、魅力体感バスツアーや魅力体験会などのイベン
トなど

④総括
・事業開始後の 25 ～ 49 歳の子育て世代について、

奈良県全体では転出超過であったのに対して、北葛
城では転入超過となっている

〔計画期間満了（平成２８年度～令和２年度）に伴う事業報告〕
・事業効果として、人口増加への寄与、空き家対策への寄与、親世帯と子世帯の相互支援など、他の相乗効果

が見られるため、３世代世帯への「住宅取得補助」 ・ 「リフォーム補助」については、目標達成までは事業を継続

※委員会開催日（６月１４日）現在の状況説明を受ける。（状況は日々 更新されるため、内容は割愛）

〔配布状況（６月４日時点）〕
　・配布人数　２４，２０９人（配布対象者の９９．１％）
〔未配布分の取り扱い〕

　・未配布数　２１６人
　・役場（福祉介護課）まで取りに来ていただけるよう広報紙による案内を継続
　　（これまでにも案内文書の送付、ゴールデンウィーク中の窓口開設、広報紙への記事掲載により周知）
〔飲食店での利用期間の延長〕

　・利用期間を９月３０日まで延長（新型コロナウイルスまん延防止の観点から、期間延長により分散利用を促進）

すむ・奈良・ほっかつ！～移住プロジェクト～総括

王寺町定住支援事業の実績報告

新型コロナウイルスワクチン接種における予約状況及び接種状況

「雪丸振興券」の配布状況等

２４時間体制で遠隔による管理を行う予定であり、
管理人は常駐しない。

入場ゲートに設置されたカメラに障害者手帳などを
かざし、本人確認を行うことで、即時利用できるよ
うにする予定である。

【 Ａ 】

【 Ａ 】

駐車場の管理人は常駐するのか？

障害者に対する使用料の減免手続きはどうなるの
か？

【 Ｑ 】

【 Ｑ 】

ＫＰＩ指標（重要業績評価指標）

事業目標を達成するために実行すべ
きプロセスが、適切に実施されてい
るかを数値化して評価するもの。（事
業目標を達成するための中間数値）

ＫＰＩ
（重要業績評価指標） 実　　績

若者世代（Ｕ－４０）住宅取得 ４０件 １８０件
３世代住宅取得

８０件
４９件

３世代同居リフォーム ９件

・事業開始後の人口推移率については、平成 27 年の
人口を基準年とした場合、奈良県の ‒3.3％に対して、
北葛城は ‒1.3％にとどまっている

・また、本事業において実施した転入者へのアンケー
ト調査の回答のうち、約 40％が「事業を認知してい
る」「転入のきっかけとなった」との回答を得ている。
以上のことから、「子育て世代の移住・定住及び北
葛城の知名度の向上に寄与」

⑤今後の展開
本協議会の運営を通じて得た「広域連携で事業を
実施するためのノウハウ」を活かし、4 町で広域圏
の魅力向上に取り組む

【定住支援事業の補助制度別申請件数】　（平成２８年度～令和２年度 )
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町
長　

令
和
２
年
３

月
に
王
寺
駅
周
辺
再

整
備
推
進
会
議
を
設
置
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
防
止
の
た
め
、
初

中
央
公
民
館
の
解
体

時
期
、
跡
地
利
用
、

周
辺
道
路
整
備
事
業
の
進

捗
状
況
と
今
後
の
展
望
は
。

Ｊ
Ｒ
王
寺
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
の
展
望

去
る
２
月
26
日
か
ら

３
月
１
日
に
か
け
、

本
町
に
お
い
て
、
行
方
不

明
と
な
っ
て
い
た
方
が
４
日

後
に
亡
く
な
ら
れ
た
状
態

で
発
見
さ
れ
た
。
所
轄
の

西
和
警
察
署
か
ら
協
力
要

請
が
あ
り
、
消
防
団
の
協

力
も
得
な
が
ら
全
力
を
挙

行
方
不
明
者
の
捜
索
に
当
た
っ
て
の

連
携
に
つ
い
て

警
察
・
消
防
団
・
王
寺
町
認
知
症
高
齢
者
等

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
と
連
携
す
る

王
寺
駅
北
エ
リ
ア
は
、
令
和
３
年
度
中

に
基
本
計
画
を
取
り
ま
と
め
る

げ
て
捜
索
協
力
を
さ
れ
た
。

今
後
も
高
齢
者
の
行
方
不

明
に
よ
る
捜
索
が
予
想
さ

れ
る
の
で
次
の
２
点
に
つ
い

て
伺
う
。

①
捜
索
に
当
た
っ
て
の
町
・

警
察
・
消
防
団
と
の
連
携

②
町
と
し
て
行
方
不
明
を

出
さ
な
い
取
組
は
。

総
務
部
理
事　

①
西

和
警
察
署
と
連
携
を

図
り
、
防
災
行
政
無
線
、
安

心
安
全
メ
ー
ル
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

に
よ
る
情
報
発
信
の
他
、
町

設
置
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
確
認

や
警
察
協
議
の
上
、
消
防
団

へ
の
出
動
要
請
を
行
い
、
町

職
員
と
共
に
車
両
等
に
よ
る

捜
索
を
行
う
。
そ
の
他
、
事

業
者
と
の
連
携
で
は
、
48
の

事
業
者
に
よ
る
王
寺
町
認
知

症
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
協
力
を
い
た
だ
き

早
期
発
見
に
努
め
る
。

②
行
方
不
明
者
の
う
ち
、
認

知
症
の
疑
い
の
あ
る
人
が
３

割
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

認
知
症
の
方
々
や
そ
の
家
族

を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
の

輪
を
広
げ
る
た
め
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
や
認
知

症
の
方
や
そ
の
家
族
を
対
象

に
し
た
認
知
症
な
ん
で
も
相

一 般 質 問

回
の
会
議
開
催
が
令
和
２

年
１１
月
と
な
っ
た
。
現
在

は
、
遅
れ
を
取
り
戻
す
べ

く
会
議
を
開
催
し
、
行
政

と
し
て
の
久
度
地
区
の
整

備
イ
メ
ー
ジ
を
複
数
具
体

化
し
て
い
る
。
イ
メ
ー
ジ

が
で
き
次
第
、
分
科
会
に

示
し
、
推
進
会
議
の
助
言

な
ど
も
踏
ま
え
、
町
の
基

本
計
画
に
繋
げ
る
。
今
後

の
展
望
と
し
て
、
ま
ず
は
、

早
急
に
久
度
地
区
内
の
消

防
活
動
困
難
区
域
解
消
の

た
め
、
緊
急
車
両
が
通
行

で
き
る
幹
線
道
路
を
都
市

計
画
道
路
と
し
て
位
置
付

け
、
整
備
を
図
る
。
さ
ら

談
を
月
２
回
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
行
方
不
明
に
な
っ
た

場
合
、
役
場
や
警
察
の
連
絡

先
が
登
録
さ
れ
た
「
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
シ
ー
ル
」
に
よ
り
早
期
の

身
元
判
明
や
安
全
の
確
保
に

繋
げ
て
い
る
。
今
後
も
Ｇ
Ｐ

Ｓ
端
末
を
利
用
し
た
機
器
の

利
用
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、

認
知
症
予
防
体
操
と
い
っ
た

改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
な

ど
の
充
実
を
図
り
、
積
極
的

に
家
族
へ
の
啓
発
を
行
っ
て

い
く
こ
と
で
行
方
不
明
の
未

然
防
止
に
つ
な
げ
る
。

今
、
社
会
で
は
コ
ロ

ナ
禍
で
社
会
的
孤
立

の
問
題
が
深
刻
化
し
て
い

る
。
高
齢
、
障
が
い
、
困
窮

な
ど
属
性
や
世
代
を
問
わ

な
い
包
括
的
な
支
援
体
制

の
構
築
が
大
変
重
要
で
あ

る
。
孤
立
対
策
は
地
域
共
生

社
会
づ
く
り
そ
の
も
の
で
あ

社
会
的
孤
立
に
寄
り
添
う
支
援
に
つ
い
て

今
後
も
、
さ
ら
に
地
域
活
動
の
充
実
を

図
っ
て
い
く

社
会
福
祉
協
議
会
部

長　

本
計
画
は
、
王

寺
町
の
地
域
福
祉
の
基
本

方
針
の
基
盤
と
な
る
事
項

を
定
め
、
そ
の
理
念
と
仕

組
み
を
作
る
計
画
で
あ
り
、

ま
た
、
実
践
的
な
計
画
と

し
て
社
会
福
祉
協
議
会
が

中
心
と
な
り
、
具
体
的
な

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
定
め

た
計
画
で
あ
る
。
基
本
目

標
を
①
ふ
れ
あ
い
、
生
き

が
い
を
も
て
る
居
場
所
づ

く
り
②
地
域
を
支
え
る
人

づ
く
り
③
助
け
合
い
・
支

え
合
い
の
つ
な
が
り
づ
く

り
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
施
策

内
容
と
重
点
取
組
み
を
掲

げ
て
い
る
。
孤
立
を
防
ぐ

取
組
み
と
し
て
居
場
所
づ

く
り
の
推
進
が
重
要
で
あ

る
。
こ
ど
も
食
堂
、
サ
ロ

ン
活
動
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

地
域
活
動
の
場
所
を
広
げ
、

ふ
れ
あ
い
の
き
っ
か
け
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
地
域

に
お
け
る
支
え
合
い
に
必

（質問議員 11 名）

令和３年第２回定例会
（令和３年６月９日）

一般質問要旨

９月１０日（金）　
  ９時２０分	 議会運営委員会
１０時００分	 本会議（議事上程等）

９月１３日（月）
  ９時３０分	 本会議（一般質問）

９月１５日（水）・１６日（木）
  ９時３０分	 決算特別委員会

９月１７日（金）
  ９時３０分	 総務文教常任委員会

９月２１日（火）
  ９時３０分	 くらし環境常任委員会
１３時３０分	 義務教育学校特別委員会

９月２８日（火）
  ９時３０分	 議会運営委員会
１０時００分	 本会議

場所：役場３階　議場
受付：議場前で受付し入場してください。
場所：役場３階　協議会室
受付：協議会室前で受付してください。
（開始５分前までに受付を済ませてください。）

９月議会を開催します
（令和3年第３回定例会の予定）

各委員会

本会議

　議員が本会議で町の一般事務や将来に対する方
針などについて質問することです。
　本紙では、質問及び答弁の
要旨を掲載いたします。なお、右
記のＱＲコード読み取りアクセ
スいただきますと、一般質問の
録画映像を視聴することがで
きます。

～～  一 般 質 問  ～～

※変更の場合は、王寺町公式サイトでお知らせいたします。
若林 かずみ 議員

（無所属）

〔新型コロナウイルス感染症対策〕
①傍聴の際は、手指消毒、マスク着用、検温にご協力願います。
（体調がすぐれない時は傍聴をお控え願います。）

②傍聴席の制限を行っています。
（本会議１０名以内・各委員会５名以内）

③本会議については、インターネット中継を積極的にご活
用下さい。

－－－－－－－－－　傍聴について －－－－－－－－－－

坂下 早苗 議員
（公明党）

要
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

や
支
援
を
行
っ
て
い
く
。
住

民
同
士
が
つ
な
が
り
、
協

力
し
、
支
え
合
い
な
が
ら

進
め
て
い
く
地
域
作
り
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、

様
々
な
悩
み
事
を
抱
え
る

人
が
地
域
で
孤
立
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
、
相
談
に

来
ら
れ
な
い
人
、
ま
た
Ｓ
Ｏ

Ｓ
を
自
分
か
ら
発
信
で
き

な
い
人
に
対
し
て
の
見
守

り
や
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
強

化
し
て
い
く
。
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
の
相
談
窓
口
か
ら
の
重

西
和
医
療
セ
ン
タ
ー

誘
致
を
含
め
た
Ｊ
Ｒ

王
寺
駅
南
側
の
ま
ち
づ
く

り
事
業
の
展
望
は
。

町
長　

電
留
線
基
地

の
一
部
活
用
の
可
能

性
に
つ
い
て
、
町
と
県
が
協

働
し
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
協
議

し
な
が
ら
検
討
を
進
め
て

い
る
。
県
で
は
、
西
和
医
療

セ
ン
タ
ー
の
移
転
候
補
地

と
し
て
、
王
寺
駅
南
側
の

松岡 まさゆき 議員
（無所属）

る
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
度
策
定
さ

れ
た
第
２
期
「
地
域
福
祉
計

画
及
び
地
域
福
祉
活
動
計

画
」
の
３
つ
の
基
本
目
標
の

取
組
み
を
伺
う
。

層
的
な
支
援
体
制
の
構
築
・

連
携
を
強
化
し
て
い
く
。

【
要
望
】
来
年
度
に
は
、
重

層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

に
参
加
さ
れ
、
よ
り
一
層
取

組
み
を
深
め
て
い
た
だ
き

た
い
。

に
中
央
公
民
館
の
跡
地
に

つ
い
て
は
、
平
時
は
交
流

の
場
、
非
常
時
は
防
災
拠

点
と
し
て
活
用
で
き
る
拠

点
施
設
整
備
を
検
討
す
る
。

ま
た
、
花
緒
街
エ
リ
ア
に
つ

い
て
は
、
民
間
活
力
を
導
入

し
て
魅
力
向
上
に
繋
げ
る
。

王
寺
駅
北
側
に
つ
い
て
は
、

令
和
３
年
度
中
に
基
本
計

画
を
取
り
ま
と
め
る
。
中

央
公
民
館
の
解
体
時
期
に

つ
い
て
は
、
国
の
補
助
制
度

な
ど
の
有
利
な
財
源
を
活

用
で
き
る
可
能
性
が
あ
る

た
め
、
基
本
計
画
策
定
後
、

解
体
を
含
め
た
事
業
を
実

施
す
る
。

町
営
駐
輪
場
を
中
心
に
検

討
さ
れ
て
お
り
、
令
和
３

年
度
中
に
新
病
院
の
基
本

方
針
を
ま
と
め
、
令
和
５

年
度
ま
で
に
基
本
計
画
を

策
定
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
王
寺
駅

南
側
に
つ
い
て
は
、
駅
前
広

場
の
拡
張
を
最
優
先
課
題

と
し
、
西
和
医
療
セ
ン
タ
ー

が
王
寺
駅
周
辺
に
移
転
す

る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
民

間
活
力
を
活
か
し
て
、
広

域
拠
点
と
し
て
の
都
市
機

能
の
集
約
を
目
指
す
。

【
要
望
】
今
後
、
高
齢
世
帯

が
増
加
す
る
こ
と
か
ら
、
地

域
で
の
つ
な
が
り
が
重
要
視

さ
れ
て
く
る
。
い
ろ
い
ろ
な

連
携
を
取
り
入
れ
行
方
不
明

者
の
捜
索
の
対
応
や
行
方
不

明
者
を
出
さ
な
い
取
組
を
強

化
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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遠
隔
・
オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
の
環
境
整
備
に

つ
い
て
、
現
在
の
整
備
状

況
と
来
年
４
月
開
校
の
義

務
教
育
学
校
に
合
わ
せ
た

準
備
内
容
を
伺
う
。

教
育
長　

国
に
お
い

て
、
令
和
５
年
度
に

達
成
す
る
と
さ
れ
て
い
た
児

童
生
徒
１
人
１
台
の
端
末
整

備
が
、
学
校
の
臨
時
休
業
な

ど
緊
急
時
に
お
い
て
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
に
よ
り
、
全
て
の
子
ど

も
た
ち
の
学
び
を
保
障
で
き

る
環
境
を
早
期
に
実
現
す
る

た
め
、
令
和
２
年
度
に
前
倒

し
さ
れ
た
。
本
町
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
は
、
ハ
ー
ド
面
に

総
務
部
理
事　

平
成

25
年
の
災
害
対
策
基

本
法
の
改
正
に
よ
り
支
援

を
要
す
る
者
の
名
簿
で
あ

る
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
の
作
成
が
義
務
づ
け
ら

れ
た
。
ま
た
、
本
町
で
は
、

平
成
26
年
12
月
に
「
王
寺

町
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
に
関
す
る
条
例
」
を
施

行
し
、
県
警
、
広
域
消
防
、

自
治
会
、
民
生
児
童
委
員

協
議
会
、
消
防
団
な
ど
を

避
難
支
援
等
関
係
者
と
し

て
定
め
、
さ
ら
に
、
自
主

防
災
会
を
加
え
た
。
名
簿

の
配
布
方
法
に
つ
い
て
は
、

町
対
策
本
部
長
で
あ
る
町

長
が
名
簿
の
提
供
を
決
定

し
、
地
域
で
唯
一
の
住
民
組

織
で
あ
る
自
治
会
長
の
み

自
然
災
害
の
折
、
主

に
本
町
の
場
合
は
水

害
に
よ
る
発
令
時
の
要
支

援
者
に
対
す
る
連
絡
方
法

は
担
当
部
署
よ
り
自
治
会

長
に
要
支
援
者
名
簿
が
手

渡
し
さ
れ
て
い
る
。
自
治

会
長
の
中
に
は
お
勤
め
の

方
も
多
く
、
伝
達
が
ス
ム
ー

ズ
に
行
か
な
い
場
合
も
あ

る
と
想
定
さ
れ
る
。
会
長

が
１
年
で
交
代
さ
れ
る
自

治
会
が
約
半
数
で
あ
る
。

提
案
と
し
て
厚
生
労
働
大

臣
に
委
嘱
さ
れ
た
民
生
児

童
委
員
の
皆
様
は
地
域
の

情
報
を
把
握
し
て
お
り
自

治
会
長
と
共
に
同
時
に
要

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
進
捗
と
こ
れ
か

ら
の
見
通
し
を
伺
い
ま
す
。

住
民
福
祉
部
長　

悩

み
を
抱
え
る
子
ど
も

を
把
握
す
る
に
あ
た
り
、
学

校
で
の
気
付
き
が
不
可
欠

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

子
ど
も
の
状
況
を
よ
り
正

確
に
把
握
す
る
に
は
、
悩

み
ご
と
を
速
や
か
に
相
談

で
き
る
体
制
づ
く
り
が
必

要
。
現
在
、
小
・
中
学
校

で
は
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

を
各
校
に
配
置
し
、
児
童

生
徒
が
気
軽
に
相
談
で
き

る
窓
口
を
設
け
、
中
学
校

で
は
学
級
担
任
を
は
じ
め
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
接
種
の
進
捗
状
況

と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
へ
の

支
援
事
業
に
つ
い
て

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
早
期
発
見
と

支
援
に
つ
い
て

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
配
布
に
つ
い
て

・
充
分
な
供
給
量
を
確
保
し
、
接
種
券
を
発
送

・
個
別
接
種
は
実
施
に
向
け
て
調
整
中

国
の
制
度
、
民
間
企
業
の
動
向
を

見
極
め
積
極
的
に
取
組
む

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
認
知
度
を
高
め
、

早
期
発
見
と
支
援
に
つ
な
げ
る

指
示
系
統
を
一
本
化
す
る
意
味
か
ら

　

こ
れ
ま
で
ど
お
り
自
治
会
長
に
配
布

教
科
担
任
、
部
活
動
の
顧

問
等
、
学
校
が
一
体
と
な
っ

て
悩
み
を
抱
え
る
生
徒
の

早
期
発
見
に
努
め
対
応
し

て
い
る
。
学
校
現
場
以
外
で

は
、
町
内
事
業
所
の
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
や
民
生
児
童
委

員
等
に
も
周
知
し
、
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
の
早
期
発
見
に

取
組
む
。
学
校
現
場
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
現
場
、
地
域

に
お
い
て
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
認
知
度
を
高
め
、
早
期

発
見
と
適
正
な
支
援
に
繋

げ
る
た
め
、
国
か
ら
の
具
体

18
歳
未
満
の
子
ど
も

が
家
族
の
介
護
や
世

話
に
追
わ
れ
、
自
分
が
す

べ
き
こ
と
や
、
や
り
た
い
こ

と
が
出
来
な
い
、
い
わ
ゆ

る
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
に

つ
い
て
国
が
実
態
調
査
を

し
た
。
そ
の
結
果
、
中
学
２

年
生
の
５・
７
％
、
高
校
２

年
生
の
４・
１
％
が
一
日
平

均
４
時
間
を
家
族
の
世
話
に

充
て
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
年
齢
や
成
長
の
度
合
い

に
見
合
わ
な
い
重
い
責
任
や

負
担
を
担
わ
せ
る
の
は
、
子

ど
も
の
教
育
や
発
達
に
重
大

な
影
響
を
及
ぼ
す
。
学
校
を

休
み
が
ち
、
遅
刻
が
多
い
、

副
町
長　

65
歳
以
上

の
方
に
つ
い
て
は
、

４
月
20
日
に
接
種
券
を
発

送
し
、
５
月
20
日
か
ら
町

内
２
会
場
に
お
い
て
接
種

を
開
始
し
て
い
ま
す
。
接
種

体
制
の
工
夫
に
よ
り
、
７
月

末
ま
で
に
は
希
望
す
る
65

歳
以
上
の
方
が
接
種
を
完

了
す
る
見
込
み
で
す
。ま
た
、

こ
れ
に
先
立
ち
、
高
齢
者

施
設
等
の
入
所
者
・
従
事

者
に
つ
い
て
は
、
５
月
６
日

か
ら
先
行
し
て
接
種
を
開

始
し
、
６
月
５
日
に
は
接
種

を
完
了
す
る
見
込
み
で
す
。

あ
わ
せ
て
、
個
別
接
種
に

つ
い
て
も
、
現
在
、
実
施
に

向
け
て
町
医
師
会
の
方
々

と
調
整
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
64
歳
以
下
の
方
へ
の
接

種
券
送
付
、
接
種
の
実
施

に
つ
い
て
は
、
今
後
国
か
ら

北村 達夫 議員
（無所属）

幡野 美智子 議員
（日本共産党）

町
で
は
、
公
園
施
設

長
寿
命
化
計
画
に
基

づ
き
更
新
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
が
、
現
在
の
町

全
域
の
整
備
状
況
と
今
後

の
計
画
を
伺
う
。

未
接
種
の
方
に
最

終
通
知
は
届
き
ま
す

か
。

当
日
キ
ャ
ン
セ
ル
等

で
余
っ
た
ワ
ク
チ
ン

は
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

理
事　

平
成
27
年
の

遊
具
事
故
を
契
機

に
公
園
施
設
長
寿
命
化
計

画
策
定
後
、
平
成
29
年
度

か
ら
令
和
３
年
度
ま
で
に

副
町
長　

公
的
費
用

で
接
種
で
き
る
の
は

来
年
２
月
末
ま
で
で
あ
る

こ
と
を
し
っ
か
り
と
広
報
、

希
望
者
全
員
が
必
ず
接
種

で
き
る
よ
う
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

副
町
長　

集
団
接
種

会
場
に
従
事
す
る
職

員
、
看
護
師
な
ど
に
接
種

し
て
い
ま
す
。

宿
題
忘
れ
が
多
い
場
合
な

ど
、
そ
の
背
景
に
ど
の
よ
う

な
家
庭
の
事
情
が
あ
る
の
か

を
視
野
に
入
れ
、
相
談
し
や

す
い
体
制
づ
く
り
が
必
要
。

国
の
支
援
等
を
待
っ
て
い
る

の
で
は
な
く
教
育
・
福
祉
・

医
療
・
介
護
の
連
携
で
速
や

か
な
対
処
を
す
べ
き
。

お
い
て
は
、
児
童
生
徒
、
教
員

用
端
末
、
通
信
装
置
な
ど
機

器
整
備
が
令
和
３
年
３
月
に

完
了
し
、
令
和
３
年
度
の
義

務
教
育
学
校
（
北
・
南
）
の

整
備
を
経
て
令
和
４
年
４
月

の
開
校
と
同
時
に
、
高
速
大

容
量
に
よ
る
最
新
の
校
内
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
基
づ
く

玉守 数叔 議員
（無所属）

大久保 一敏 議員
（無所属）

示
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
の
供

給
配
分
計
画
を
見
据
え
な

が
ら
、
十
分
な
ワ
ク
チ
ン
供

給
量
を
確
保
し
た
上
で
行

う
予
定
で
す
。
な
お
、
フ
ァ

イ
ザ
ー
社
製
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
対
象
年
齢
が

１２
歳
以

上
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
が
、

児
童
・
生
徒
ら
へ
の
接
種

に
つ
い
て
は
、
一
般
の
集
団

接
種
、
個
別
接
種
、
学
校

単
位
で
の
集
団
接
種
な
ど
、

ど
の
よ
う
な
形
で
対
応
す

る
の
が
最
良
か
を
様
々
な

要
素
を
総
合
的
に
勘
案
し

い
ま
す
か
。

本
格
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
が
本

格
的
に
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　

ま
た
家
庭
に
お
い
て
は
１

学
期
中
を
め
ど
に
全
世
帯
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
整

備
を
終
え
た
い
。
ソ
フ
ト
面
に

お
い
て
は
、
本
町
の
実
情
に

合
っ
た
デ
ジ
タ
ル
教
材
を
教

員
と
と
も
に
選
択
し
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
支

援
事
業
を
活
用
し
な
が
ら
教

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
端
末

を
使
っ
て
主
体
的
に
学
べ
る

環
境
づ
く
り
を
目
指
す
。
今

後
、
国
の
制
度
、
民
間
企
業

の
動
向
も
充
分
見
極
め
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現

に
向
け
て
積
極
的
に
取
組
む
。

国
の
補
助
金
（
補
助
率
1/2
）

を
活
用
し
、
町
内
43
公
園

の
遊
具
更
新
工
事
を
進
め

て
き
た
。
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
遊
べ
る
複
合
型

の
遊
具
や
新
し
い
タ
イ
プ

の
遊
具
を
更
新
し
、
令
和

３
年
度
に
１
０
６
基
の
遊

具
全
て
の
更
新
工
事
を
終

え
る
。
総
事
業
費
は
１
億

５
千
万
円
で
今
後
は
毎
年

の
点
検
を
継
続
し
、
引
き

続
き
、
安
全
で
安
心
に
利

用
い
た
だ
け
る
公
園
遊
具

を
確
保
す
る
。

支
援
者
名
簿
を
渡
し
、
力

を
お
借
り
し
て
良
い
の
で

は
と
考
え
る
が
如
何
か
。

に
名
簿
を
配
付
し
、
必
要

な
場
合
は
避
難
所
へ
の
誘

導
を
行
な
っ
て
い
る
。
民
生

児
童
委
員
協
議
会
は
各
地

域
に
お
い
て
組
織
と
し
て

の
活
動
で
は
な
く
、
各
委

員
が
個
々
に
活
動
さ
れ
て

い
る
。
民
生
児
童
委
員
に

対
し
て
は
、
自
治
会
長
と

協
力
す
る
こ
と
に
つ
い
て
定

例
協
議
会
に
お
い
て
周
知

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

よ
っ
て
名
簿
の
配
布
は
、
発

災
時
の
混
乱
を
避
け
、
指

示
系
統
を
一
本
化
す
る
意
味

か
ら
も
、
従
来
通
り
自
治

会
長
に
配
布
す
る
。
今
後

は
、
地
域
の
自
主
防
災
組

織
が
主
導
的
な
役
割
を
果

た
し
て
い
く
こ
と
が
地
域

の
安
全
安
心
に
繋
が
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

【
要
望
】
避
難
さ
れ
る
方
は

速
や
か
に
怪
我
な
く
避
難

で
き
る
よ
う
町
と
し
て
防

災
対
策
を
推
し
進
め
て
頂

き
た
い
。

葛
下
川
の
治
水
対
策

Ｊ
Ｒ
和
歌
山
線
鉄
橋

か
ら
上
流
の
河
道
拡

幅
工
事
と
前
田
橋
架
け
替

え
工
事
の
計
画
は
。

理
事　

河
道
拡
幅

工
事
は
Ｒ
６
年
度
着

工
、
Ｒ

１１
年
５
月
竣
工
の
予

定
。
前
田
橋
架
け
替
え
工

事
は
仮
橋
が
Ｒ
４
年
５
月

末
に
完
了
、
新
橋
は
Ｒ
６

年
５
月
に
利
用
開
始
。

な
が
ら
、
現
在
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
の

住
民
の
皆
様
へ
の
広
報
に
つ

い
て
は
、
国
に
お
い
て
も
情

報
が
日
々
変
化
し
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
必
要
な

情
報
は
広
報
誌
だ
け
で
な

く
、
ま
ず
は
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
そ
し
て
町
の
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
を
通
じ
て

速
や
か
に
お
知
ら
せ
し
て

ま
い
り
ま
す
。

的
な
支
援
策
を
参
考
に
そ

の
解
消
を
図
る
。
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近
年
、
地
球
温
暖
化

が
原
因
の
自
然
災
害

が
年
々
激
し
さ
を
増
し
て

い
る
。
本
町
の
中
心
部
は

大
和
川
と
葛
下
川
に
囲
ま

れ
て
お
り
、
豪
雨
災
害
の

影
響
を
受
け
や
す
い
地
形

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
昭
和

57
年
の
豪
雨
災
害
を
経
験

加
齢
性
難
聴
は
、
日

常
生
活
を
不
便
に

し
、
会
話
で
脳
に
入
る
情

報
が
減
少
し
脳
の
機
能
低

下
に
つ
な
が
り
、
鬱
や
認

知
症
に
な
る
可
能
性
も
あ

る
。
現
在
、
国
の
補
助
は

な
い
が
、
静
岡
県
長
泉
町
、

群
馬
県
大
泉
町
な
ど
で
は
、

王
寺
町
の
気
候
非
常
事
態
宣
言
に
つ
い
て

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に
対
す
る

町
独
自
の
補
助
制
度
の
創
設
を

地
方
公
共
団
体
実
行
計
画
を
策
定
す
る

国
の
動
向
、
研
究
結
果
を
待
つ

町
長
　
①
本
町
に
お

け
る
環
境
施
策
面
の

住
民
福
祉
部
長
　
国

は
補
聴
器
が
認
知
機

能
低
下
予
防
に
効
果
的
で

あ
る
か
研
究
段
階
で
、
麻

生
国
務
大
臣
は
公
的
支
援

制
度
の
よ
う
な
も
の
は
必

要
で
あ
る
と
国
会
で
回
答

さ
れ
て
い
る
。
王
寺
町
し
て

は
、
国
の
研
究
結
果
や
判

最
優
先
事
項
は
「
ご
み
の

減
量
化
」
で
あ
る
。
特
に
、

「
可
燃
ご
み
」
の
減
量
化

は
、
全
て
の
家
庭
で
の
地

道
な
取
組
が
必
要
。
そ
の

た
め
、
地
区
自
治
連
合
会

単
位
で
の
説
明
や
自
治
会

回
覧
板
等
を
活
用
し
、
地

球
温
暖
化
に
伴
う
暮
ら
し

へ
の
影
響
や
ご
み
の
減
量

化
が
地
球
温
暖
化
対
策
と

し
て
有
効
で
あ
る
こ
と
を

発
信
し
、
効
果
的
な
ご
み

の
減
量
方
法
も
紹
介
す
る
。

②
学
校
で
の
環
境
教
育
を

断
な
ど
見
極
め
て
必
要
で

あ
れ
ば
国
、
県
に
公
的
支

援
制
度
の
創
設
を
要
望
す

る
。

し
た
町
と
し
て
、
ま
た
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
推
進
す
る
立
場

か
ら
も
「
気
候
非
常
事
態
」

を
宣
言
し
、
次
の
対
策
に

取
組
む
べ
き
と
考
え
る
。
①

町
民
と
共
に
気
候
変
動
に

よ
る
非
常
事
態
を
共
有
し
、

そ
の
対
策
に
積
極
的
に
取

組
む
②
子
ど
も
た
ち
に
気

補
助
を
行
っ
て
い
る
。
補
聴

器
の
普
及
は
高
齢
者
の
生

活
の
質
を
落
と
さ
ず
心
身

と
も
に
健
や
か
に
過
ご
し
、

認
知
症
の
予
防
や
健
康
寿

命
の
延
伸
、
医
療
費
の
抑

制
に
も
な
る
。
町
独
自
の

補
助
制
度
の
創
設
に
つ
い

て
お
尋
ね
す
る
。

一 般 質 問

総
合
計
画
の
施
策

４
「
男
女
共
同
参

画
」
の
行
政
の
取
組
と
し

て
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
向
け
た
環
境
整

備
や
自
分
ら
し
い
働
き
方

の
実
現
に
向
け
た
取
組
が

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
次
の
３
点
を
伺
う
。

本
年
度
予
算
に
お
い

て
、「
下
水
道
ス
ト
ッ

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
策

定
」
の
委
託
料
と
し
て
、

２
千
５
０
０
万
円
が
計
上

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
計
画

を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、

そ
の
業
務
を
業
者
委
託
さ

れ
る
予
定
と
の
こ
と
だ
が
、

本
町
に
お
け
る

　
　

男
女
共
同
参
画
推
進
に
つ
い
て

下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
に

つ
い
て 男

女
共
同
参
画
計
画
と
女
性
活
躍
推
進
計

画
を
合
わ
せ
令
和
４
年
度
中
に
策
定

長
期
的
な
視
点
で
下
水
道
施
設
全
体
の

管
理
を
最
適
化
す
る ①

２
０
１
９
年
３
月
か
ら

現
在
ま
で
の
取
組
状
況
②

男
女
共
同
参
画
社
会
実
現

に
向
け
て
町
の
基
本
的
な

考
え
方
③
今
後
の
計
画

そ
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

継
続
す
る
と
と
も
に
、
一
人

一
台
の
端
末
を
活
用
し
て
主

体
的
、
対
話
的
な
環
境
学

習
に
取
組
む
。
③
例
え
ば

太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
設
置

な
ど
各
家
庭
で
取
組
め
る

よ
う
な
対
策
を
近
隣
自
治

体
の
取
組
も
参
考
に
検
討

す
る
。
④
各
家
庭
で
の
「
ご

み
の
分
別
」の
徹
底
を
図
り
、

分
別
収
集
の
種
類
を
増
や

す
こ
と
も
検
討
す
る
。ま
た
、

「
使
い
切
る
・
食
べ
切
る
・

水
を
切
る
」
の
取
組
も
重

要
と
考
え
て
い
る
。
地
球

町
長　

総
合
計
画
に

掲
げ
た
「
男
女
共
同

参
画
の
行
政
の
取
組
」
の

中
で
、「
男
女
共
同
参
画
社

水
道
部
長　

ス
ト
ッ

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

は
、
長
期
的
な
視
点
で
下

水
道
施
設
全
体
の
今
後
の

老
朽
の
度
合
い
を
考
慮
し
、

優
先
順
位
を
付
け
、
一
定
の

サ
イ
ク
ル
で
点
検
・
調
査

を
行
い
、
そ
の
結
果
を
も
と

会
の
実
現
に
向
け
た
環
境

整
備
」、「
自
分
ら
し
い
働
き

方
の
実
現
」を
掲
げ
て
い
る
。

ま
ず
、
①
「
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
に
向
け
た

環
境
整
備
」
と
し
て
、
町

の
指
針
と
な
る
計
画
は
未

策
定
だ
が
、
パ
パ
マ
マ
ク
ラ

ス
の
開
催
や
父
子
健
康
手

に
修
繕
・
改
築
を
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
施
設
全
体

の
管
理
を
最
適
化
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

本
町
の
下
水
道
施
設
の

状
況
と
し
て
、
下
水
道
管

渠
の
総
延
長
は
約
97
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
あ
り
、
最
も
古

い
管
渠
（
昭
和
56
年
布
設
）

帳
の
交
付
な
ど
男
性
の
育

児
参
加
を
推
進
し
て
い
る
。

ま
た
、
審
議
会
等
に
お
け

る
女
性
の
登
用
を
推
進
し

て
い
る
。
次
に
「
自
分
ら
し

い
働
き
方
の
実
現
」と
し
て
、

誰
も
が
働
き
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

（
学
童
保
育
の
延
長
保
育
、

病
児
保
育
室
の
開
設
、
小

規
模
保
育
園
の
開
所
な
ど
）

ま
た
、
子
育
て
し
な
が
ら

働
け
る
環
境
づ
く
り
と
し

て
、
女
性
活
躍
支
援
セ
ン

タ
ー
の
開
業
や
女
性
の
再

が
布
設
か
ら
40
年
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

雨
水
ポ
ン
プ
場
（
本
町
総

合
ポ
ン
プ
場
・
久
度
雨
水

ポ
ン
プ
場
）
は
と
も
に
昭

和
63
年
に
整
備
さ
れ
、
30

年
以
上
経
過
し
、
多
く
の

機
器
設
備
の
耐
用
年
数
が

経
過
し
て
い
る
。
以
上
の
よ

う
に
、
下
水
道
施
設
の
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
良
好
な
状
態
で
長

期
間
稼
働
で
き
る
よ
う
計

画
的
に
管
理
す
る
必
要
が

あ
る
。
こ
れ
ら
の
施
設
の
改

楠本 勝 議員
（無所属）

候
非
常
事
態
に
関
す
る
教

育
の
機
会
を
設
け
る
③
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最

大
限
利
活
用
と
２
０
５
０

年
ま
で
に
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
実

質
ゼ
ロ
を
目
指
す
④
４
Ｒ

に
よ
る
焼
却
ご
み
の
減
量小山 郁子 議員

（日本共産党）
沖　優子 議員

（無所属）
鎌倉 文枝 議員

（無所属）

就
職
相
談
窓
口
な
ど
を
開

設
し
、
女
性
の
就
業
支
援

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
人

材
の
発
掘
・
育
成
と
組
織

づ
く
り
で
は
、
王
寺
ミ
ラ
ク

ル
１
０
０
の
育
成
を
図
っ
て

い
る
。
②
「
結
婚
、
出
産
、

子
育
て
、
介
護
と
い
っ
た
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
や
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
応
じ
て
、
誰
も

が
自
分
ら
し
く
輝
け
る
ま

ち
」
を
基
本
的
な
考
え
方

と
し
て
い
る
。
③
男
女
共
同

参
画
計
画
と
女
性
活
躍
推

進
計
画
の
一
体
的
な
計
画
策

定
に
向
け
、
ま
ず
は
、
実

施
し
て
い
る
事
業
の
効
果

測
定
と
現
状
分
析
を
行
い
、

令
和
４
年
度
中
に
策
定
す

る
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
女

性
活
躍
推
進
計
画
を
策
定

す
る
。
計
画
策
定
に
あ
た
っ

て
は
、
実
効
性
の
あ
る
も
の

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

【
要
望
】　

男
性
の
育
児
参

加
を
推
進
す
る
た
め
の
「
改

正
育
児
・
介
護
休
業
法
」

が
成
立
し
た
。
本
町
の
男

性
育
児
参
加
の
環
境
整
備

を
要
望
す
る
。

温
暖
化
対
策
は
住
民
の
安

全
安
心
な
暮
ら
し
に
直
結

す
る
こ
と
か
ら
、
ご
み
の
減

量
化
を
町
の
一
大
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
中
心
施
策
に

据
え
、
地
球
温
暖
化
対
策

の
取
組
を
積
極
的
に
進
め

て
い
く
決
意
で
あ
る
。
議

員
提
案
の
宣
言
に
つ
い
て
は

地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法

に
基
づ
く
「
地
方
公
共
団

体
実
行
計
画
」
を
策
定
し

た
時
点
で
検
討
す
る
。

築
等
を
行
う
場
合
の
財
源

と
し
て
の
国
庫
補
助
金
の

交
付
は
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
計
画
の
策
定
が
要

件
と
な
っ
て
い
る
。
ス
ト
ッ

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
導
入

す
る
こ
と
に
よ
り
、
施
設
の

安
全
性
を
確
保
で
き
良
好

な
状
態
を
維
持
で
き
る
こ

と
、
施
設
全
体
の
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
低
減
が

図
れ
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
こ
と
か
ら
本
町
で

は
計
画
策
定
に
必
要
な
予

算
と
し
て
、
２
ヶ
年
の
債
務

負
担
行
為
を
設
定
し
予
算

計
上
し
て
い
る
。
今
後
も

持
続
可
能
な
下
水
道
事
業

の
維
持
を
図
る
た
め
、
長

期
的
な
視
点
で
下
水
道
施

設
を
管
理
す
る
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫

の
問
題
は
、
地
域
の

環
境
問
題
と
し
て
協
力
し

て
解
決
を
図
っ
て
行
く
必

要
が
あ
る
。
住
民
が
住
み

や
す
い
地
域
に
す
る
に
は
、

猫
の
好
き
な
人
、
猫
に
困
っ

て
い
る
人
、
猫
に
関
心
の
な

い
人
に
ど
の
よ
う
な
解
決

策
が
あ
る
の
か
知
っ
て
も

ら
う
事
で
あ
る
。
王
寺
町

住
民
福
祉
部
長　

自

治
連
合
会
総
会
で
の

資
料
で
の
案
内
や
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

る
が
、
地
区
自
治
連
合
会

の
会
議
で
地
域
支
援
員
か

ら
改
め
て
周
知
を
行
う
。
こ

の
補
助
制
度
を
利
用
す
る

事
で
地
域
の
生
活
環
境
が

改
善
さ
れ
る
事
も
含
め
工

夫
し
て
定
期
的
に
広
報
誌

に
掲
載
す
る
こ
と
で
補
助

制
度
の
周
知
を
図
る
。

【
要
望
】
自
治
会
任
せ
に
せ

ず
、
町
の
方
針
と
し
て
進

め
て
い
く
事
を
要
望
。

は
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
避

妊
手
術
に
は
５
千
円
、
去

勢
手
術
に
は
４
千
円
の
補

助
を
行
っ
て
い
る
。
命
を
大

切
に
す
る
た
め
に
、
こ
の
補

助
制
度
の
周
知
に
つ
い
て

見
解
を
伺
う
。
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この用紙は再生紙を使用しています。
環境負荷が少ない植物油インキを使用
しています。

視察報告議員自主勉強会

〔建物概要〕  鉄骨造 ２階建
１階 （床面積　１５０．３㎡）
　・屯所施設（車庫・詰所・トイレ）
　・コミュニティ施設（会議室・倉庫・トイレ・給湯室）
２階 （床面積　３２．４㎡）　
　・屯所施設（休憩室・倉庫・トイレ）

〔事業費〕
　・設計業務	 8,030,000円
　・監理業務	 3,135,000円
　・建築工事	 69,696,000円

「 第１分団屯所 」・「 新 久度の家 」
〔視察日  令和３年７月１６日（金）〕

毎月１回、議会議員が自主的に集まり、勉強会を行って
おります。毎月、議会議員の中から講師役を決め、互い
に情報共有しながら、学び合いをする場を設け、各議員
が切磋琢磨しながら自己研鑽に努めております。

王寺町議会第２回定例会第１日目の本会議
前に、第１回議場コンサートが無観客ライ
ブで開催され、音楽のあるまちづくり団体
の王寺ハンドベルチーム（やわらぎスペシャ
ルリンガーズ）による演奏が行われました。

本会議５分前に理事者と議員が議場に入
場し、５曲目の♪オープニングベル♪を鑑賞
しました。神聖な議場にベルの音が響き渡
り、６月議会開幕を告げるオープニングベ
ルとなりました。

第１回 2021.6.8

国内ではイングリッシュハ
ンドベルの演奏チームは
数少ない。子ども（ジュニ
ア）のチームも含め、イング
リッシュハンドベルを奏で
るチームとして活躍中。

王寺町
ハンドベルチーム

♬♬♬

議場コンサート


